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グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
近
年
注
目
を
浴
び
て
い
る
こ
と
は
言

を
俟
た
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
定
義
が
百
家
争
鳴
で
あ

る
こ
と
も
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、か
り
に
水
島
司
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
入
門
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
の
例
示
に
し

た
が
う
と
す
れ
ば
、
次
の
五
つ
の
特
徴
を
備
え
た
も
の
が
「
グ
ロ
ー

バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」と
し
て
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

①
対
象
と
す
る
時
間
が
ロ
ン
グ
ス
パ
ン
で
あ
る
こ
と
、
②
対
象
と
す

る
テ
ー
マ
や
空
間
が
広
い
こ
と
、
③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
位
置
付
け

が
相
対
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
④
諸
地
域
間
の
相
互
連
関
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
、
⑤
以
上
の
条
件
を
受
け
た
上
で
歴
史
学
に
と
っ
て
新

規
テ
ー
マ
（
疫
病
、
環
境
、
人
口
、
生
活
水
準
な
ど
）
を
提
案
し
て

い
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
長
期
的
か
つ

広
域
的
な
視
点
で
論
じ
る
歴
史
学
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
具
体
例
は
す
で
に
無
数
に
あ
る
。
我
が
国
に
お
い

て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
冠
し
た
単
著
や
論
集
は
い
う

ま
で
も
な
く
、「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
世
界
史
叢
書
」（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
六
年
―
）
や
「
シ
リ
ー
ズ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」（
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
―
）
と
い
っ
た
叢
書
す
ら
組
ま
れ
る

段
階
に
来
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
用
語
も
そ
の

用
語
が
包
摂
す
る
対
象
群
も
本
邦
の
ア
カ
デ
ミ
ア
に
お
い
て
す
で
に

市
民
権
を
得
た
と
い
っ
て
良
い
。
得
た
ど
こ
ろ
か
、
歴
史
学
や
歴
史

教
育
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
を
侵
食
し
つ
つ
あ
る
と
す
ら
言
え
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
が
無
意
識
の
う
ち
に
想
定
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
多
く
の
場
合
、
近
代
を
対
象
と
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
と
い
う
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
西
を
起
点
と
し
、
新
大

陸
、
ア
フ
リ
カ
、
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
固
有
の
歴
史

　
序

小
　
澤
　
　
　
実

▪
特
集
　
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
１
）
イ
ギ
リ
ス
の
視
点
▪
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世
界
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
連
接
さ
れ
連
動
し
て
経
済
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
世
界
の
一
体
化
」
を
契
機
と
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
な
構
造
が
生
成
し
た
と
す
る
見
方
は
、
確
か
に
正
し
く
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
構
造
に
乗
っ
か
る
こ
と
に
よ
り
ポ
ト
シ
や
石
見
の
銀
が

世
界
経
済
の
血
流
と
な
る
こ
と
で
、
現
代
へ
と
い
た
る
グ
ロ
ー
バ
ル

化
は
加
速
さ
れ
た
。
つ
ま
り
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
は
、
一
六

世
紀
以
降
の
世
界
を
論
じ
る
た
め
の
述
語
で
あ
る
、
と
い
う
理
解
は

一
定
の
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
理
解
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
主
流
を
な
す
潮
流
が
、
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
の

『
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
』
ひ
い
て
は
ブ
ロ
ー
デ
ル
の
『
地
中
海
』
が

内
包
し
て
い
た
地
域
間
接
続
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
起
源
を
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
か
ら
も
裏
書
き
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
れ
で
は
一
五
世
紀
以
前
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
対
象
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
我
々
の
頭
に
は
、
都
市
社
会
学

者
た
る
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ア
ブ
ー
＝
ル
ゴ
ド
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
覇
権
以

前
』（
原
著
一
九
八
九
年
）
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
一
三
世
紀

に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
台
頭
と
一
四
世
紀
に
お
け
る
こ
の
広
域

支
配
国
家
に
よ
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
シ
ス
テ

ム
化
を
論
じ
た
本
書
は
、
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
を
二
世
紀
遡
ら
せ
た

画
期
的
研
究
と
し
て
、研
究
史
上
に
確
固
た
る
位
置
を
占
め
て
い
る
。

社
会
学
者
に
よ
る
本
書
が
、
佐
藤
次
高
、
高
山
博
、
斯
波
義
信
、
三

浦
徹
と
い
う
、
い
ず
れ
も
近
代
歴
史
学
の
習
い
性
で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ

ル
な
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
専
門
を
持
つ
第
一
級
の
研
究
者
に
よ

り
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
も
示
唆
的
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
世
界
史

の
展
開
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
ち
う
る
こ
と
は
、『
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
覇
権
以
前
』
の
刊
行
に
先
ん
じ
て
す
で
に
日
本
の
学
界
で
は
周
知

の
事
実
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
事
実
が
世
界
シ
ス
テ
ム
論
と
接
合
さ
れ

英
語
で
書
か
れ
る
こ
と
で
、
世
界
の
学
界
に
お
い
て
よ
り
普
遍
性
を

持
っ
た
議
論
と
し
て
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
中
世
に
も
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ

ー
の
対
象
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
、
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
中
世
と
呼
ば
れ
る
時
代
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
半
島

の
歴
史
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
対
象
と
な
り
う
る
の
だ
ろ

う
か
。
ア
ブ
ー
＝
ル
ゴ
ド
の
図
式
の
な
か
で
は
、
一
三
世
紀
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
―
―
こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
世
界
（Christianitas

）
と

言
い
換
え
て
も
良
い
―
―
は
、
そ
れ
自
体
が
固
有
の
シ
ス
テ
ム
性
を

持
つ
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
で
は
あ
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
グ
ロ
ー

バ
ル
性
を
発
揮
す
る
単
位
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
同
じ
こ
と
は
、
い
ち
早
く
前
近
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

（
に
相
当
す
る
研
究
）
を
提
示
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ク
ニ
ー
ル
や

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ホ
ジ
ソ
ン
の
著
作
に
お
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
中
世

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
は
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
、
テ
ィ
ム

ー
ル
帝
国
な
ど
と
は
異
な
り
、
前
近
代
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

動
き
の
中
で
取
り
残
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
と
。
そ
れ
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル



－  8  －－  9  －

史
苑
（
第
八
〇
巻
第
一
号
）

な
枠
組
み
に
安
住
す
る
欧
州
各
国
の
国
史
研
究
や
停
滞
と
暗
黒
の
中

世
と
い
う
俗
見
と
も
相
ま
っ
て
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
に
あ
る
種

の
枷
を
は
め
て
き
た
。

　
実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
数
年
急
速
に
、
と
り
わ
け
西
欧
や
ビ
ザ
ン
ツ

帝
国
を
舞
台
と
し
た
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
で
も
い
う
べ

き
研
究
や
志
向
が
、
世
界
各
地
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
詳
細
は
次
号
の
拙
論
に
譲
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
も
、
イ
ギ
リ

ス
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
ド
イ
ツ
で
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
、

独
自
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル

ー
プ
は
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
た
研
究
者
と
論
集
へ
と

結
実
す
る
研
究
集
会
を
可
能
と
す
る
助
成
金
を
背
景
に
、
そ
れ
ぞ
れ

独
自
の
文
脈
を
背
景
と
す
る
ヒ
ス
ト
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
構
築
し
な

が
ら
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
を
論
じ
る
潮
流
が

生
じ
て
い
る
。

　
本
号
で
は
、
こ
う
し
た
い
く
つ
も
の
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ

ー
の
流
れ
の
う
ち
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
展
開
に
焦
点
を
当
て
る
。
最
初

に
、
具
体
的
な
試
み
と
し
て
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ホ
ー
ム
ズ
「
グ
ロ

ー
バ
ル
な
中
世
　
問
題
と
テ
ー
マ
」、
マ
レ
ク
・
ヤ
ン
コ
ヴ
ィ
ア
ク

「
奴
隷
の
た
め
の
デ
ィ
ル
ハ
ム
　
九
・
一
〇
世
紀
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

と
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
間
の
奴
隷
交
易
」、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
バ
ー
ネ
ッ
ト

「
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
い
う
三
本
の
論
考
を
訳
出
す
る
。
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ホ
ー
ム
ズ
博
士
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
を
中
心
に
活
動
を
続
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中

世
」（The G

lobal M
iddle Ages

）
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
あ
る
。

二
〇
一
六
年
七
月
に
立
教
大
学
で
報
告
さ
れ
た
本
稿
で
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
中
世
世
界
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ

ー
の
中
に
落
と
し
こ
む
た
め
の
方
法
論
と
そ
の
検
証
過
程
が
論
じ
ら

れ
る
。
極
め
て
射
程
の
広
い
講
演
内
容
で
あ
り
、
こ
こ
で
開
陳
さ
れ

た
議
論
を
軸
と
し
て
論
集
『
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
』
が
二
〇
一
八
年

末
に
刊
行
さ
れ
た
。
多
言
語
を
我
が
も
の
と
す
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
ヤ
ン
コ
ヴ
ィ
ア
ク
博
士
は
、
パ
リ
大
学
に
お
い
て
初
期
ビ

ザ
ン
ツ
の
神
学
論
争
の
分
析
で
博
士
号
を
取
得
し
た
の
ち
、
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
リ
ュ
ー
ク
・
ト
レ
ッ
ド
ウ
ェ
ル
博
士
率
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
奴
隷
の
た
め
の
デ
ィ
ル
ハ
ム
」
で
研
究
員
を
つ
と
め

た
。
ピ
レ
ン
ヌ
・
テ
ー
ゼ
を
批
判
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
古
銭
学
者

ス
チ
ュ
ー
レ
・
ボ
リ
ー
ン
以
来
の
、
西
欧
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ

ア
、
ロ
シ
ア
、
中
東
欧
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
つ
な
ぐ
デ
ィ
ル
ハ
ム
（
イ

ス
ラ
ー
ム
銀
）
の
歴
史
的
意
義
を
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
奴
隷
交
易

を
通
じ
て
問
う
意
欲
作
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
付
属
ウ
ォ
ー
バ
ー

ク
研
究
所
の
バ
ー
ネ
ッ
ト
博
士
は
、
必
ず
し
も
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト

リ
ー
を
前
面
に
出
す
研
究
者
で
は
な
い
が
、
ラ
テ
ン
世
界
と
イ
ス
ラ

ー
ム
世
界
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
や
思
想
の
交
換
を
専
門
と
す
る
が
ゆ

え
に
、
そ
の
研
究
成
果
は
必
然
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
き
を
内
包
す

る
。
と
り
わ
け
本
稿
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
構
造
の
中
で
論
じ
ら
れ
て
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し
か
る
べ
き
（
だ
が
な
ぜ
か
西
欧
の
受
容
の
み
ば
か
り
が
強
調
さ
れ

る
）
十
二
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
の
あ
り
方
を
概
観
し
た
最
新
か
つ
先
鋭

的
な
論
考
で
あ
り
、
ウ
ォ
ー
バ
ー
ク
研
究
所
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
が
誇

る
学
際
的
か
つ
越
境
的
研
究
機
関
の
潜
在
力
が
遺
憾
無
く
発
揮
さ
れ

て
い
る
。
ホ
ー
ム
ズ
博
士
の
論
考
が
方
法
論
を
提
示
す
る
総
論
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
ヤ
ン
コ
ヴ
ィ
ア
ク
博
士
と
バ
ー
ネ
ッ
ト
博
士
の
論
考

は
具
体
性
を
と
も
な
っ
た
各
論
と
い
う
扱
い
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
論
考
を
受
け
て
、
日
本
人
か
ら
見
た
イ
ギ
リ
ス
の
中
世
グ

ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
た
め
に
、
小
澤
実

「「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
中
世
」
か
ら
「
中
世
の
ゾ
ミ
ア
」
へ
　
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
の
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
な
ら
び
に
川
戸
貴

史
「
海
の
ゾ
ミ
ア
と
し
て
倭
寇
を
み
る
」
を
掲
載
す
る
。
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
っ
て
も
そ
れ
を
標

榜
す
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
全
体
が
一
枚
岩
で
は
な
い
。
ア
ブ
ー
＝
ル

ゴ
ド
の
著
作
を
一
つ
の
里
程
標
と
す
る
と
い
っ
た
共
通
要
素
も
あ
る

が
、
多
く
は
そ
の
国
独
自
の
文
脈
が
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
た
ヒ
ス
ト
リ

オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
中
で
生
じ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
小
澤
は
科

研
費
国
際
共
同
研
究
に
よ
る
一
年
間
に
わ
た
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
所
へ
の
滞
在
を
、
日
本
中
世
史

家
の
川
戸
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
日
本
側
の
共
催
に
よ
る
「
中
世

の
ゾ
ミ
ア
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
に
対
す
る
所
感
を
認
め
る
。

　
本
特
集
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
研
費
基
盤
研
究
Ａ
「
前
近
代
海
域
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
史
の
構
築
：
河
川
・
島
嶼
・
海
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
政
治
権
力

の
生
成
と
展
開
」（
課
題
番
号
：19H

00546

・
代
表
：
小
澤
実
）
の
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）
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